
lll紙 3011添 1

令和4年    4月     12日 __

就労継続支援A型事業所におけるスコア表 (全体)

事業所名 オルオル

住  所 静岡市駿河区宮竹1-10-1 大石ギルビビル 2F西

電話番号 054-238-0808

事業所番号 2214230753

管理者名 池谷 誠

対象年度 令和3年度

(I)労働時間
①l日の平均労働時間が7時間以上

点

②l日の平均労働時間が6時間以上7時間未満

③l日の平均労働時間が5時間以上6時 FEl未満

④l日の平均労働時間が4時間30分以上5時間未満

⑤l日の平均労働時間が4時間以上4時間30分未満 ○

⑥l日の平均労働時間が3時間以上4時間未満

⑦l日の平均労働時間が2時間以上3時間未満

③l日の平均労働時間が2時間未満

①80点 ②70点 ③55点 ④45点 ⑤40点 ⑥30点 ⑦20点 ③5点

(Ⅳ)支 援力向上 (※ )
◎ l①研修計画に基づいた外部研修会又は内部研修会

点

参加 した職員が 1人以上半数未満であつた ○

参加した職員が半数以上であった

l②
研修、学会等又は学会誌等において発表

1回の場合

2回以上の場合

l③視察・実習の実施又は受け入れ

いずれか一方のみの取組を行つている

いずれの取組も行つている

|の
販路拡大の商談会等への参加

1回の場合

2回以上の場合

Ю 職員の人事評価制度

人事評価結果に基づき定期に昇給を判定する
制度を設け、全ての職員に周知 している

⑥ピアサポーターの配置

ピアサポーターを職員として配置している

0第二者評価

過去 3年以内の福祉サービス第二者評価を
受審 しており、結果を公表 している。

l③
国際標準化規格が定めた規格等の認証等

都道府県知事が適当と認める国際標準化規格が定めた
規格その他これに準ずるものの認証を受けている

小計 (注 2)

(※ )任意の5項目を選択すること     (注 2)8以上 i35点、6～ 7:25点、1～ 5115

(I)生産活動

①前年度及び前々年度の各年度における生産活動収支が
それぞれ当該各年度に利用者に支払う賃金の総額以上

点

②前年度及び前々年度における生産活動収支のうち前年度に
おける生産活動収支のみが利用者に支払う賃金の総額以上

③前年度及び前 年々度における生産活動収支のうち前々年度
1こ

おける生産活動収支のみが利用者に支払う賃金の総額以上

④前年度及び前々年度の各年度における生産活動収支が
いずれも当該各年度に利用者に支払う賃金の総額以上でない

○

①40点 ②25点 ③20点 ④5点

(Ⅲ )多様な働き方 (※ )

◎ ①免許・資格取得、検定の受検勧奨に関する制度

35

点

就業規則等で定めている

就業規則等で定めており、前年度の実績がある ○

②利用者を職員として登用するtll度

就業規則等で定めている

就業規則等で定めており、前年度の実績がある

③在宅勤務に係る労働条件及び服務規律

就業規則等で定めている

就業規則等で定めており、前年度の実績がある

④フレックスタイム制に係る労働条件

就業規則等で定めている

就業規則等で定めており、前年度の実績がある

◎ l③短時間勤務に係る労働条件

就業規則等で定めている

就業規貝J等で定めており、前年度の実績がある ○

◎ ⑥時差出勤制度に係る労働条件

就業規則等で定めている

就業規則等で定めており、前年度の実績がある ○

◎ 0有給休暇の時間単位取得又は計画的付与制度

就業規則等で定めている

就業規則等で定めており、前年度の実績がある ○

◎ l③傷病休暇等の取得に関する事項

就業規則等で定めている

就業規則等で定めており、前年度の実績がある ○

小計.(注 1)

※ア荏惹あ5頂 目を選択すること    (注 1)8以上:35点、6～7125点、1^ 5115点

(V)地域連携活動

地域の事業者と連携した付加価値の高い商品開発、企業や官
公庁等での生産活動等地域社会と連携した活動を行い、その
結果をインターネット等により公表している

○ 10

点

1事例以上ある場合 :10点

項 目 点数

労働時間 5点  20点  30点 吻饉仁鶉 45点  55点  70点  80点 40

生産活動 20点     25点 40点

多様な働き方 0点 15点 25点    蒻
支援力向上 0点    躙     25点     35点
地域連携活動 0点 鸞
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no.1

令澪目  4  年   4  月  12  日

事業所番号 2214230753

管理者名 池谷 誠

対象年度 令和4年度

就労継続支援 A型事業所における地域連携活動実施1犬況報告書

事業所名 オルオル

住 所 静岡市駿河区宮竹1-10-1 大石ギルビビル2階西

電話番号 054-238-0808

地域連携活動の概要

<活動内容 >
活動場所 静岡市駿河区中轟709-9の倉庫にて
活動日程 就業国
実施日程 基本10:00～ 15:00
実施した生産活動・施設外就労の概要

プラモデルの袋詰めを手作業及び大型のビロー機を

利用し袋詰めを実施

lll用者数 1日ア～8人 当番tl1 1日置き

<活動の様子>

大型ピロー機に部品を置く様子

大型ピロー機に部品を置く様子

<目的>
静岡の主要産業にもなつているプラモデルであるが

多くの下講け業者により成り立っている。内職業が

多くの下支えになつており、その一端を行しヽ、地域

産業に貢献することが、利用者のやりがいにもなつて

いる

<成果 >
地域の産業に携わつてしヽることのやりがいを感じ

仕事ができてしヽる。大型のピ回―機を使用する

ことで、流れ作業等の経験ができ、1専来の就労を

考える材料になつている。また、大型の書椰品の

作業につしヽて部品の搬入搬出がを行わずに作業

が出来るため効率が上がつている

連携先の企業等の意見または評イ面

コロナ禍により、プラモデ)恥需要が増え、仕事の量が非常:こ増えている。その中で、オメレオルさんは継続的lt~

プラモデルの袋詰作業を行つて下さることは、大きな会社の戦力となつて与ゝる。

オルオルさんの作業にて、普通では見落としてしまう汚れや部品の欠損品を見つけて頂く事も多く

作業につしヽて貢献頂いている。

仕事量が非常に増えてしましヽ、負担が大きくなつてしまつてしヽる部分もありますが、お互いが協力し合い

作業を継続してしヽければと思います。

大型のビロー機を使用しなしヽ袋詰めの作業も仕事量が増えると思いますので、今後もお願い致します。

連携先企業名 株式会社  ALPUS TOKUMARU 担当者名 代表取締役 徳丸英之
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就労継続支援 A型事業所におけるスコア表 (実績 I～Ⅳ )

I)労働時間

雇用契約を締結 していた 4,995
延べ利用者数

人

型憂童曾1里21     4
平均労働時間数

時間

(Ⅱ )生産活動

利用者に支払つた賃 20,241,309
金総額 円

収支 |   ▲ 16,421,275
円

前年度  (令和3年度)
生産活動収入か ら経

書言繰群落轟
″‐ワは
1      4,024,481

利用者に支払 つた賃 21,198,566
金総額 円

収支 |   ▲ 17,174,085
円

(

(I)多様な働き方

前 年 度 (令和 3年 度 )に お け る 実 績 (全体表「 (I)多 様な働 き方 Iの 各項 目において「就業規熙蹂 で定めてお り、前年度の糞結がある 1と 撰択 し屋 射 逮 菫 績 を記載 )

①免許・資格取得、検定の受検勧奨に関する制度 ②利用者を職員として登用する制度 ③在宅勤務に係る労働条件及び服務規律
◎職員として登用した人 ● 名

※実施した期間 :● 月●日～●月●日

就業時間 (在宅勤務):●時●分～●時●分
職務内容 :  ○○○

◎うち1名 は雇用継続期間が 6月 に達してい

b・ら
｀
ち
・
i・石1よ罰両轟彗栗百暮■封ゴiiii嚢鏑議Iぞじ

・
ギIコ

'

※登用した日   ●年 ●月 ●日
勤務形態 :  ○○○

スクーリング授業参加時における連続体暇の取得許可

④フレックスタイム制に係る労働条件 ⑤短時間勤務に係る労働条件 ⑥時差出勤制度に係る労働条件
◎フレックスタイム制を活用した人数  ●

※実施した期間 l● 月●日～●月●日

(コ アタイム):● 時●分～●時●
職務内容 :  ○○○

◎時差出勤制 1名

⑦有給休暇の時間単位取得又は計画的付与制度 ③傷病体暇等の取得に関する事項
◎時間単位取得を活用した人数   延べ43名

名
Ｆ̈

(※ )当該制度等を活用した任意の 1名の実績を記載

就業時間 :  ●時●分～●時●分
職務内容 :  ○○○

2名

(

内容 :・
適析蘭籍後II体諦不夏Iご
透析者 糖尿病による足の壊疸 (入院)後 より短時間勤務 1名

(Ⅳ)支 援力向上

前年度 (令和3年度)における実績 (全体表「 こ実績 を記載 )

①研修計画に基づいた外部研修会又は内部研修会  ②研修、学会等又は学会議等において発表   ③視察・実習の実施又は受け入れ
◎研修計画を策定している       ヒ
◎研修実施回数 外部 3回/内部 4回
対象職員数             7人
うち研修受講者数              3人

研 修 講 師 目立障害者リハビリテーションセンター 秋山佳秀先生他多数

実施日 '受講者数  2月 16日 ～18日  1人

④販路拡大の商議会等への参加       ⑤職員の人事評価制度 ⑥ピアサポーターの配置
◎販路拡大の商談会等への参加回数  ●

※商談会等名
主催者名

○○○
○○○

日時     ● 月 ● 日

内容       ○○○

◎職員の人事評価制度を整備している

◎当該人事評価制度を周知している
人事評価制度の制定日 ● 年 ● 月 ● 日
人事評価制度の対象職員数     ● 名
うち昇給・昇格を行つた者     ● 名
当該入事評価制度の周知方法

○○○

◎前年度末日から過去 3年以内に
福祉サービス第二者評価を受けている

※評価を受けた日  ● 月 ● 日
第二者評価機関  ○○○

◎国際標準化規格が制定したマネジメント…
規格等あ驚証奪著蔓1丁そ

'丁

てる
…………・

壼
`

※認証を受けた日  ● 月 ● 日
規格等の内容   ○○○

(※ )実績の うち 1事 fllを 記載

◎先進的事業者の視察・実習の実施 している

◎他の事業所の視察・実習を受け入れている

※先進的事業者名  ○○○
実施日/参加者数  ● 月 ● 日  ● 人
※他の事業所名   ○○○
実施日/参加者数  ● 月 ●

⑦第二者評価 ③国際標準化規格が定めた規格等の認証等

各項目について適宜、実績がわかる情報を追加すること。

必要に応じて行を増やす等、

◎免許・資格取得、検定の受検勧奨
こ関する制度を活用した人数     1名
※取得を進めた免許等 :大学卒業・学芸員
tll度の活用内容 :通信制大学 (佛教大学 歴史学部 )
学費の一部補助  コロナ禍で休学中 (体学費補助 )

された1名 が実施 週1日希望された1名 が実施 週1日 (家事手伝いのため)

: 4月 1日 ～3月 31

:  4月  1日 -3月 31

(一昨年壊疸状況入院)自宅療養にて悪化を防ぐ

: 7月 26日～8月 31日 まで

昨年の入院以来 利用再開後 10時 00分 ～12時00分 の短時間勤務

◎当該ピアサポーターは「障害者ヒ
゜
アサホ一゚

している


